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第二次世界大戦後，アメリカ占領軍は，敗戦国日本にアメリカ型民主主義
を導入しようとした。その主要な装置のひとつとして，図書館が選ばれ，
１９５１年に慶応義塾大学のなかにJapan Library School（JLS）が開設された。
立ち上がりの教育は，アメリカ図書館協会の協力もあり，アメリカの第一線
の教育者が招かれ，そのひとりが‘レファレンスワーク’を担当したフラン
シス・ニール・チェニー（Frances Neel Cheney，１９０６-１９９６）である。本
論文は，このF．チェニーに焦点を当て，主としてその日本での教育実践と
その影響について論じようとしたものである。
序説 レファレンスワークとは
F．チェニーが教育研究の対象とした‘レファレンスワーク’の歴史と概
念内容について整理，確認するところから論を起こした。この１９世紀末に
アメリカで生まれた図書館サービスは，すでに戦前の日本でも知られてい
た。
第１部 F．チェニーについて
入手可能な情報資料を用いて，F．チェニーという人物の人柄と経歴につ
いて，できるだけ克明に描こうとしたのが第１部である。
＜博士論文の要旨＞
F．チェニーの日本におけるレファレンス
教育に対する貢献・影響に関する研究
前 川 和 子
２ 桃山学院大学経済経営論集 第６２巻第１号
第１章 ヴァンダービルト大学，ピーボディ図書館学校時代：１９２８
年６月卒業-１９４３年
F．チェニーは南部の名門大学，ヴァンダービルト大学で学部課程を終え
た後，同大学附属図書館で働きながら，そこのライブラリースクールでも学
んだ。彼女は，１９３７年の夏，シカゴ大学大学院で，翌年はコロンビア大学
に移り，そこでM．ハッチンス（Margaret Hutchins，１８８４-１９６１）にレファ
レンスワークの教えを受けた。
第２章 アメリカ議会図書館時代（Library of Congress：LC）：１９４３
-１９４５年
F．チェニーは１９４１年から１９４５年にはピーボディ図書館学校の非常勤講
師を務めたが，１９４３-１９４５年は，著名な文学者である夫のブレイナード・
チェニー（Brainard Cheney，１９００-１９９０）とともにワシントンD．C．に滞在
し，F．チェニーはそこで議会図書館で働くことになり，書誌作成に従事し
たりしている。
第３章 ピーボディ図書館学校時代：１９４５-１９７５年退職
この章は，F．チェニーが図書館学，レファレンスワークの教育者として
活躍した時期を描いた。ここに日本図書館学校（以下，JLS）に滞在した１８
か月も含まれる。アメリカに帰国してから，１９５９年のアメリカ図書館研究
調査団（U.S. Field Seminar on Library Reference Services of Interest to
Japanese Librarians）の受入れでもF．チェニーは大きな役割を果たした。
晩年の１９７１年には，彼女の代表的著作であるFundamental Reference
Sources がアメリカ図書館協会から発行されている。
第２部 日本図書館学校におけるレファレンス教育
ここでは，日本図書館学校（Japan Library School）を中心とするF．チェ
ニーのレファレンス教育に関して，できるだけ精細に論述しようとした。
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ヴァンダービルト大学図書館の保存資料「F．チェニーのファイル」も用い
たが，そこにはF．チェニーに教わった日本の学生のレポートや教室での討
論のまとめなどが保存されている。
第２部は，制度の概要等を確認する「第１章 日本図書館学校」，基幹科
目であるレファレンスの詳細を論じた「第２章 レファレンス科目「調査及
び書誌的資料の取扱法（Information and Bibliographic Materials and
Methods）」（講義番号１２０）の教育」，および「第３章 レファレンス科目
「調査及び書誌的資料とその取扱法（参考事務を含む）（Information and
Bibliographic Sources and Methods, including Reference Service）」（講義
番号１２２）の教育」から構成されている。これらの章の原資料に即した記述
は，当時のレファレンス教育のありようと学生たちの学習の姿を伝えるもの
となるように努めた。
「第４章 指導者養成講習会」は，当時文部省が主催したもので，そこで
F．チェニーもレファレンスワークを担当している。そこでの受講者を２人，
志智嘉九郎と三宅千代二をピックアップして論じた。ヴァンダービルト大学
所蔵の「F．チェニーのファイル」に講習会で配布されたプリントを通じて，
指導者養成講習会の具体的内容を知ることができた。「第５章 教材として
使われた戦前日本のレファレンス論文と研究家」では，F．チェニーが日本
図書館学校での授業で用いた戦前の日本語教材とその著者，今沢慈海，波多
野賢一，渋谷国定をとりあげた（教材として使用はされなかったが，ほかに
毛利元彦の存在も忘れられない）。
第３部 JLSとF．チェニーをめぐる日本の図書館界
ここでは，JLSで行われたF．チェニーのレファレンス教育は，その後の日
本の図書館界に何を残したのか，F．チェニーの貢献と影響について解明し
ようと試みた。
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第１章 JLS，F．チェニーと受講生，卒業生
F．チェニーもその一翼を担ったJapan Library Schoolの教育成果は，彼女
の通訳を務めた藤川正信たち以降の世代に引き継がれ，現在の慶応義塾大学
文学部，文学研究科における図書館情報学の教育研究の歴史的基盤をなして
いる。また，戦後の文部省主催の指導者講習会も志智嘉九郎などのレファレ
ンス実務を支援した。これらのF．チェニーとJLSを起点とする，その後の系
譜を前川氏は自分なりにたどろうとした。
第２章 『日本の参考図書』の誕生：アメリカとの関わり
図書館先進国であるアメリカでは，レファレンスサービスの必須不可欠の
トゥールである「事典の事典」や「書誌の書誌」が早くから整備されてきた
が，日本でこの種の本格的なトゥールが整備されたのは比較的最近のことで
ある。その先駆けとなったもののひとつが最初の本格的な参考図書解題書誌
『日本の参考図書』（１９６２）である。ミシガン大学ライブラリー・スクールを
修了し，アメリカ連邦議会図書館に勤めた経験があった，当時は国際文化会
館図書室長を務めていた福田なをみは，彼女の日本に帰国後の業務の都合上
もこの手のトゥール編纂の必要があった。その後，『日本の参考図書』は改
訂を加えられることになるが，このトゥールの誕生とその成長にはF．チェ
ニーの影を見ることができる。
本論文の末尾には，戦後日本の図書館界，とくにレファレンスサービスの
分野で足跡を残したF．チェニーについて検討したこの論文の作成過程で前
川氏が抱いた思い，一応のまとまりをつけて脳裏に浮かんだ感想を加えた。
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＜博士論文審査結果の要旨＞
申 請 者：前 川 和 子
論 文 題 目：F．チェニーの日本におけるレファレンス教育に対する
貢献・影響に関する研究
学位申請の種類：甲（課程博士，経営学）
はじめに
２０１８年４月に本学経営学研究科博士後期課程に早期修了を目指して入学
された，前川和子氏が提出された「F．チェニーの日本におけるレファレン
ス教育に対する貢献・影響に関する研究」は，２００３年から２０１２年まで在籍
された筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士後期課程において植松
貞夫教授のもとで学会発表等を経て，書きためられていた原稿を基礎とし
て，当研究科において新たな資料を探索し，旧蔵の諸資料を含め検討を加
え，一部は学会活動等を通じて整理しなおし，特殊演習の時間や合宿におい
て得られたコメントを受け，視角を改め考察を施し，まとめ上げられたもの
である。
論文の内容の要旨
・研究対象と研究手法
F．チェニーは，戦後日本の図書館の世界ではそれなりに知られた存在で
ある。GHQは敗戦後の日本社会をアメリカ型の民主主義社会に誘導しよう
として，その基盤施設としてアメリカ流の図書館を移植することを狙った。
その方策として，１９５１年にアメリカ陸軍省の軍事費を支出して慶應義塾大
学の中にジャパン・ライブラリー・スクール（日本語の名称は文学部図書館
学科）が開設された。当初は，アメリカ図書館協会の協力を得て，アメリカ
人教師が教壇に立った。そのひとりがレファレンスワーク（現在では，一般
に‘レファレンスサービス’と呼ばれる）を担当したF．チェニーである。
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日本に滞在したのは１年半に過ぎないが，日本の図書館現場と図書館情報学
に一定の影響を及ぼした。図書館現場については，神戸市立図書館長をして
いた志智嘉九郎をはじめとするリーダーの一部が十分な図書館費があてられ
ない中で，F．チェニーから学んだレファレンスワークを戦略的に活用した。
学問的には，F．チェニーの通訳を務め，のちに慶應義塾大学の教授となっ
た藤川正信等を通じて，アメリカ図書館学が育んだレファレンスサービスの
理論と実務が継承された。
前川氏のこの論文は，F．チェニーの評伝と国内外に残された関係資料を
用いて論述された部分から構成される。そこではF．チェニーが在職した
ヴァンダービルト大学のアーカイブや慶應義塾大学文学部人文社会学科から
得られた資料を読み解くことも行われている。
・本論文の構成
この論文は，「はじめに」でこの研究の意義にふれている。続く序説で
‘レファレンスサービス’の発祥と，戦前日本の図書館界においてアメリカ
で図書館教育を受けた日本人やアメリカの関係文献を読んだ一部の人たちが
主題書誌を作成するなど，レファレンス分野での動きがあったことを記した
後に，第二次世界大戦後のジャパン・ライブラリー・スクールの開設への経
緯を述べている。
「第１部 F．チェニーについて」は，F．チェニーの人生行路をたどるも
のである。ヴァンダービルト大学で学部課程を学んだF．チェニーが図書館
に関心を深め，ピーボディ・ライブラリー・スクール，さらにシカゴとコロ
ンビアのライブラリー・スクールで研鑽を深め，ワシントンD．C．の議会図
書館で現場を経験し，母校ピーボディ・ライブラリー・スクールの図書館学
の教育者に転ずる。１９４５年から１９７５年までの３０年間を，ピーボディ・ラ
イブラリー・スクールにおいて，レファレンス教育に携わり，業績もあげ，
アメリカにおけるこの分野の権威のひとりとなった。このピーボディの教員
時代の途中に日本にやってきて，ジャパン・ライブラリー・スクールだけで
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なく，文部省主催の指導者講習会などでもレファレンスワークを教えたので
ある。ピーボディ退職後のF．チェニーについてもふれている。彼女のレ
ファレンスワーク理論に影響を与えたM．ハッチンスおよび同世代のL．ショ
アーズについても紹介している。
「日本図書館学校におけるレファレンス教育」と銘打つ第２部は，第１部
のなかで略々紹介されているF．チェニーのジャパン・ライブラリー・ス
クールにおける教授活動を中心に展開している。現在も大略同じであるが，
アメリカでの大学の授業を踏襲したジャパン・ライブラリー・スクールの概
要にふれ，F．チェニーの担当した科目「調査及び書誌的資料の取扱法」
（Information and Bibliographic Materials and Methods）がどのようなもの
であったか，ヴァンダービルト大学アーカイブの資料も援用しながら述べ
る。ジャパン・ライブラリー・スクールと並行して，当時の文部省が行って
いた講習会でのF．チェニーが実施したワークショップについては，そのあ
りようと受講生であった志智嘉九郎，三宅千代二にも言及している。英語教
材とその翻訳では覚束なかったと判断されたのであろう，F．チェニーが授
業で用いたとされる日本語文献についても検討している。
「第３部 JLSとF．チェニーをめぐる日本の図書館界」は，それまでに検
討された内容と重複するところが多いが，ジャパン・ライブラリー・スクー
ル，指導者講習会とその内外にあらわれた具体的な諸事象を拾って議論して
いる。F．チェニーに連なる‘教え子’とそれに準ずるとも目される人たち
の動きを伝えたり，東京大学や国立国会図書館などでのF．チェニーが講演
を行ったとの事実を押さえたりしている。また，アメリカでは，この論文で
とりあげられているGuide to Reference Books のほか，ARBA（American
Reference Books Annual ）をはじめとしてこれまで多くの優れた解題書誌
が作成されてきた。参考図書の解題書誌はF．チェニーの授業でも大きな役
割を果たした。日本で本格的な日本語の参考図書の解題書誌は，アメリカの
ものをなぞる形でできた『日本の参考図書』（１９６２）が嚆矢で，これは国際
文化会館の図書室長であった福田なをみが中心となって編纂された。この日
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本語の参考図書の包括的な解題書誌は，２００２年に日本図書館協会から刊行
された『日本の参考図書 第４版』に連なるものであり，その原点に位置す
る。また，アメリカのライブラリー・スクールで図書館教育を受けた福田
は，１９５９年に派遣したアメリカ図書館研究調査団を組織し，アメリカ側の
受入れメンバーにはF．チェニーもいた。
本論文の末尾の‘まとめ’では，前川氏なりの短い雑感があげられてい
る。
審査の要旨
【批評】
２０２０年２月６日（木）に行われた博士学位申請論文最終試験には，主査，
副査のほかこの論文のテーマに関心を持つ教員も参加し，活発な質疑応答が
なされた。
本論文の研究対象であるF．チェニーは，この国の図書館の世界ではそれ
なりに知られた存在で，少なくない断片的な事実がレファレンスサービスの
テキストや関係論文に記されているが，その全体像を描こうとした本論文の
価値は大きい。本論文では藤川からの書簡も引用されているが，ジャパン・
ライブラリー・スクール（JLS）でF．チェニーの教えをうけ，専属の通訳を
務めた藤川正信や後輩の長澤雅夫は，レファレンスサービスを専門とする日
本の図書館情報学の研究者としては戦後第一世代を構成した。彼らはともに
帰国したF．チェニーが在職したジョージ・ピーボディ大学大学院（後に南
部の名門大学，ヴァンダービルト大学に糾合される）に留学し，彼女の元で
修士の学位をえている。藤川はJLSで最初の日本人教員となった。藤川と長
澤もともに慶応義塾大学文学部図書館学科の教員となり，藤川は後に図書館
情報大学長，長澤は東京大学を退官後，愛知淑徳大学の教員を務めた。この
国の図書館情報学の研究教育の拠点は慶応とそれにつながる東大，それと筑
波が２大拠点といえるので，日本で活躍した期間はごく短期間であるが，
F．チェニーのレファレンスサービス教育の影響がカバーする範囲は広いと
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言い得る。もっとも，日本の図書館にレファレンスサービスが順調に定着し
たかといえばそうではなく，近年のビジネス支援サービス，法情報サービ
ス，医療情報サービスなどの高度なレファレンスサービスの強調は日本の図
書館に振り向けられる社会経済的関心の低下への対抗として出てきたもので
あり，F．チェニーの影響下にあるものとはいえない。
ヴァンダービルト大学アーカイブに保存されている関係資料，およびJLS
でのF．チェニーの授業と当時の文部省が主催した指導者講習会の教材等の
原資料を引照しながら，歴史的事実をおさえ論述したことに，この論文のオ
リジナリティが存し，価値ある業績と評価されるゆえんである。本筋の議論
に直結しない些末な事実の点描もみられるが，F．チェニーによって蒔かれ
たレファレンスワークの種がこの国の図書館業界に広く飛散していく様をて
いねい，かつ詳細に論じている。しかし，F．チェニーの影響について，客
観的事実，具体的なエピソード，ストーリーを適示せず，情緒的に過大に評
価しようとする傾きがあることは感心しない（実際にそれを行おうとすれ
ば，多くの関係者がすでに物故し，残されている資料が乏しいことはあきら
かで，その困難さは十分に承知している。しかし，面白さに欠ける）。
最終試験では，主査，副査から，いくつか形式的な面での難点，内容的に
見直し，修正すべき点が指摘されたが，これらの諸点は修正稿提出時点で治
癒するものと思われる。
【最終試験結果】
２０２０年２月６日（木），本学聖トマス館において，審査委員全員が出席
し，前川和子氏の博士学位申請論文最終試験が行われた。この論文の著者の
プレゼンテーションのあと，提出論文を参照しつつ，質疑応答がなされた。
その後の審議において，一定の水準にあるものと認め，審査委員全員一致で
合格と判定された。
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【結論】
よって著者は，博士（経営学）の学位を受けるに足る資格を有するものと
認める。
２０２０（令和２）年２月６日
審査委員（主査） 山 本 順 一
審査委員（副査） 谷 口 照 三
審査委員（副査） 中 村 恒 彦
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